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YAMANO 2020

評価方法
１.授業態度10％　　　　２．課題発表40％　　　　３．期末試験50％

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

調査・研究費用が100～500円程度必要です。
検定試験は１１月に行われますが、必須ではありません（別途受験料6,480円、香りキット代等が掛りま
す）。

学生へのフィー
ドバックの方法

アロマテラピーは、ホリスティックな観点から行う自然療法です。
①個人のリラクセーションやリフレッシュに役立てる。 ②美と健康を増進し、身体や精神の恒常性の維
持と促進を図る。 ③身体や精神の不調を改善し正常な健康を取り戻す。 これらを目的に、実習を交え
ながら、基本的知識を身につけ、個人の日常生活、そして美容サービスとして活用できる技術を身に付け
ることができる。社団法人アロマ環境協会の{アロマテラピー検定１・２級試験」及び「ナチュラルビュー
ティスタイリスト検定」に合格する能力を習得できる。また、アロマテラピーを生かせる課題を発見し、
調査・研究・発表することを通し、研究心を養い、あらゆる課題に自信を持って対応できる、プレゼン
テーション能力を習得できる。

（１）基本知識を復習することにより検定試験に備えます。毎回30分くらいの復習が必要です。 （２）
実習記録：実習で作った作品を使用・実践し、実習記録を作成する。トータルで105分くらいの時間が必要
です。 （３）グループによる調査研究発表の課題について、調査・研究・発表資料作成・及び研究報告
書の作成。トータルで9時間以上の時間を要します。

教科書・教材

アロマテラピー検定公式テキスト1級2級・監修亀岡弘他・ＡＥＡＪ・2019年改訂

教員作成プリント・実習教材を適宜配布

実習室を使用　・ノートパソコン、プロジェクター、ＤＶＤ使用

ナチュラルビューティスタイリスト検定公式テキスト・アロマテラピー検定公式問題集

人は心地良い香りを嗅ぐとき、気持ちが落ち着き、リラックスしたり、意欲的になったりします。このよ
うな効果を私たちを取り巻く環境に応用しているのがアロマテラピーです。 現在、このアロマテラ
ピーは美容やサービス業、医療、福祉そして個人のホームケアなど様々な分野で取り入れられています。
ここでは、アロマスプレーやミツロウクリーム作りなどの実習を楽しみながら、実践できるアロマテラ
ピーの知識を身につけます。そして自らの美容や健康維持のために、また美容・エステテック業界で活用
できるようにアプローチします。

主な学習効果

ホスピタリティ・
コミュニケーション力主体的行動力表現力知識・技能 思考力・判断力

△

資格名

2

30時間

１単位

時間

単位

演習

前期

授業形態

開講時期

公益社団法人アロマ環境協会　「アロマテラピー検定２級１級試験」及び「ナチュラ
ルビューティスタイリスト検定」に合格できる程度の学力を履修します。

グループごとに調査研究へのアドバイス及び実習指導を行います。

○

○△ ○

アロマテラピー

Aromatherapy
教員名

参考文献

使用設備・備品

教材

教科書

青木　和美

◎

必修



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回

オリエンテーション
アロマテラピー概論
実習：五感に注目してみる

アロマテラピーの意味や定義を理解
し、説明できる。

復習（30分程度）

第２回
精油の基礎知識-1
実習：香りのイメージレッスン

精油の特性を理解し、安全に使用す
る方法について述べることができ
る。

復習（30分程度）

第３回
精油の基礎知識-2
実習：バスソルトを作る

精油の作用、精油の抽出方法を説明
できる。

復習及び実習記録作成（45分程度）

第４回
アロマテラピーのメカニズムと安全
実習：アロマ重曹。

精油の吸収経路を理解し、適切な使
用法を選択できる。

復習及び実習記録作成（45分程度）

第５回
アロマテラピーの実践法-1
実習：芳香浴～湿布法

アロマテラピーの基材と用具を的確
に使い、香りの活用法を提供でき
る。

復習及び実習記録作成（45分程度）

第６回
アロマテラピーの実践法-2
実習：セルフトリートメント

より適切な精油を選択し、アロマテ
ラピーを恒常性の維持に役立てられ
る。

復習及び実習記録作成（60分程度）

第７回
アロマテラピーヘルスケア
実習：ルームフレグランス

ストレスコービングに精油を活用で
きるようになる。　ＱＯＬに合わせ
たルームフレグランスが作れる。

復習及び実習記録作成（45分程度）

第８回
アロマテラピービューティー
グループ調査研究のテーマを検討
実習：ミツロウクリーム

アロマテラピーを美容に生かし活用
できるようになる。研究テーマを決
定。ミツロウクリームを作れる。

実習記録作成及び発表の為の調査・研
究（120分以上を要する）

第９回
美齢学に生かすアロマテラピー
グループ調査研究

「美齢学」にアロマテラピーを生か
す方法を提案、実行できる。

発表の為の調査・研究（120分程度を要
する）

第１０回
ワークショップ
実習：トリートメントジェル

健康管理に役立つアロマテラピーを
アドバイスできる。ＴＰＯに合わせ
たトリートメントジェルを作れる。

実習及び実習記録（30分程度）
発表の為の調査・研究（60分以上）

第１１回
アロマテラピーの歴史
実習：オーデコロン

アロマテラピーがどのように発展し
てきたかを理解しして説明できる。
オーデコロンを作れる。

復習及び実習記録（60分程度）
研究試作・実験（60分以上）

第１２回 グループ研究・発表準備
発表テーマに沿った的確な資料を作
り、準備できる。

研究発表「レジュメ」又は「配布プリ
ント」作成（60分以上）

第１３回 調査研究発表
調査研究発表により、アロマの知識
だけでなく、表現・プレゼンテー
ション能力を身につけ発表できる。

研究報告書の準備（60分以上）

第１４回
アロマテラピーの関連法規
研究報告とこれからの課題

関連法規を守り、安全なアロマテラ
ピーを提供できる。学んだ事を振り
返り、さらなる探究心を持てる。

研究報告書作成（60分程度）

第１５回 総括
アロマテラピーのポイントを復習
し、授業内容と検定試験1級の問題
を関係づけることができる。

なし

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第３１回

第３２回

第３３回

第３４回

第３５回

第３６回

第３７回

第３８回

第３９回

第４０回

第４１回

第４２回

第４３回

第４４回

第４５回

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第４６回

第４７回

第４８回

第４９回

第５０回

第５１回

第５２回

第５３回

第５４回

第５５回

第５６回

第５７回

第５８回

第５９回

第６０回

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第６１回

第６２回

第６３回

第６４回

第６５回

第６６回

第６７回

第６８回

第６９回

第７０回

第７１回

第７２回

第７３回

第７４回

第７５回

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第７６回

第７７回

第７８回

第７９回

第８０回

第８１回

第８２回

第８３回

第８４回

第８５回

第８６回

第８７回

第８８回

第８９回

第９０回

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第９１回

第９２回

第９３回

第９４回

第９５回

第９６回

第９７回

第９８回

第９９回

第１００回

第１０１回

第１０２回

第１０３回

第１０４回

第１０５回

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１０６回

第１０７回

第１０８回

第１０９回

第１１０回

第１１１回

第１１２回

第１１３回

第１１４回

第１１５回

第１１６回

第１１７回

第１１８回

第１１９回

第１２０回

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１２１回

第１２２回

第１２３回

第１２４回

第１２５回

第１２６回

第１２７回

第１２８回

第１２９回

第１３０回

第１３１回

第１３２回

第１３３回

第１３４回

第１３５回

授業計画


